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「 事 業 普 及 啓 発 促 進 月 間 」

の 活 動 が 全 国 の シ ル バ ー 人 材セ ン タ ー に て

1 0月

1日 か ら

1 0

月

3 1日 に か け て 一 斉 に 実 施 さ

れ ま す 。
こ の 活 動 は① 地 域 の 方 々 ・ 行 政 機 関 の

関 係 者 の 方 々 に シ ル バ ー人 材 セ ン タ ー の 存 在 を 知っ て い た だ き そ の 内 容 を理 解 し て い た だ く
② シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 未

加 入 の 高 齢 者 に 対 し 、 入会 を 勧 誘 す る

こ と を 目 的 と し て い ま す 。
こ れ を 受 け 、 狭 山 市 シ ル バ

ー 人 材 セ ン タ ー で は
① 会 員 募 集 説 明 会 の 拡 大 の

た め 出 張 説 明 会 、 地 域 班長 を 通 じ て チ ラ シ 配 布 や女 性 会 員 の 募 集 強 化
②

8月 の 入 間 川 七 夕 祭 り や1 1月

1日 の 狭 山 市 商 工 祭

へ の 出 店 販 売 及 び シ ル バー 入 会 の チ ラ シ の 配 布 を実 施
③

1 0月 第

3土 曜 日 に ボ ラ ン

テ ィ ア 活 動 と し て 「 元 気プ ラ ザ 構 内 除 草 」 の 実 施
④ 各 地 区 で 行 わ れ る 行 事 に

参 加 し て シ ル バ ー の 認 知

度 の 向 上 を 図 る
等 を 計 画 し て お り ま す 。会 員 の 皆 様 も ぜ ひ ご 参 加 を

お 願 い い た し ま す 。
現 在 の 狭 山 市 シ ル バ ー 人 材

セ ン タ ー は 会 員 数 が １ ０ ０ ０名 〜 １ １ ０ ０ 名 で 推 移 し て おり 、 会 員 の 平 均 年 齢 は 約

7 6歳

で 女 性 会 員 の 比 率 は

3 2％ 前 後

と な っ て い ま す 。
今 後 の シ ル バ ー 人 材 セ ン タ

ー と し て 考 慮 し な く て な ら ない こ と と し て
① 会 員 の 高 齢 化◦ 国 の 方 針 と し て

7 0歳 ま で

企 業 の 雇 用 努 力 義 務 が あり 、 結 果 と し て セ ン タ ーへ の 入 会 が 高 齢 化 と な る
◦ 高 齢 会 員 の 適 正 就 業 及 び

安 全 確 保
② 就 業 先 の さ ら な る 確 保◦ 新 し い 職 種 の 確 保◦ 女 性 会 員 増 に よ る 就 業 先

の 確 保 と 女 性 会 員 に あ った 就 業 職 種 の 確 保
③ セ ン タ ー の 安 定 し た 事 業

継 続
◦ フ リ ー ラ ン ス 法 や 新 た な

契 約 方 法 へ の 対 応 、 派 遣へ の 切 り 替 え な ど い ろ いろ と 課 題 が あ り ま す 。 会員 の 皆 様 と 共 に 対 応 し てい く 。
定 年 後 、 本 格 的 に 働 く こ と

は 難 し い け れ ど 、 何 も し な いで 家 に い る よ り 地 域 の た め に

な り 、 少 し お 金 が 得 ら れ る 、そ ん な 働 き 方 が シ ル バ ー 人 材セ ン タ ー で は 可 能 と 考 え ま す 。
狭 山 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ

ー で は 就 業 の 機 会 を 紹 介 す るこ と を 基 本 と し
◦ 安 全 ・ 適 正 就 業 の 推 進 と

事 故 防 止
◦ 特 定 健 康 診 査 受 診 の 奨 励◦ 就 業 転 倒 リ ス ク 軽 減 の た

め の 「 測 定 会 」 の 実 施
等 を 実 施 し 会 員 の 健 康 増 進

と 健 康 寿 命 を 延 ば す た め の バッ ク ア ッ プ を し て お り ま す 。
ま た 、 親 睦 会 の 活 動 も 活 発

に な り 仲 間 づ く り の 一 助 に なっ て お り ま す 。
こ の よ う に シ ル バ ー 人 材 セ

ン タ ー は 就 業 の 機 会 を 紹 介 する だ け で な く 、 会 員 の 健 康 寿命 を 延 ば す こ と 、 す な わ ち 健康 な シ ニ ア を 増 や す た め の 手伝 い を す る こ と も 、 ま た 「 シニ ア の 居 場 所 」 と し て も 、 シル バ ー 人 材 セ ン タ ー の 役 割 と考 え て お り ま す 。
会 員 の 皆 さ ん 、 近 所 の お 仲

間 に 「 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー入 会 」 の 声 掛 け を お 願 い し ます 。
人 生 百 年 の 時 代 で す 。 今 後

の 人 生 を シ ル バ ー 人 材 セ ン ター を 上 手 に 利 用 し 楽 し く 過 ごし て い た だ き た い と 思 い ま す 。

公 益 社 団 法 人 狭 山 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 事 業 普 及 啓 発 促 進 月 間
令 和 8 年 1 0 月 １ 日 か ら 1 0 月 3 1 日

『 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー の 役 割 』

理 事 長副 理 事 長
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小沢万司神岡守忠田
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一

中
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哲
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志
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哲

　
夫

嶋
　
田

　
悦

　
男

常 務 理 事兼 事 務 局 長

シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー

　 　 　 　

基 本 理 念

自 主 （ セ ン タ ー を 私 た ち の

も の と し て 考 え ま す ）

自 立 （ セ ン タ ー を 私 た ち の

力 で 育 て ま す ）

共 働 （ 私 た ち 会 員 は 共 に 仲

良 く 働 き ま す ）

共 助 （ 私 た ち 会 員 は 互 い に

助 け 合 い ま す ）

副 理 事 長
大 内 輝 夫

シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 運 営 に 携 わ る 役 員 一 覧 表シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 運 営 に 携 わ る 役 員 一 覧 表



シ ル バ ー 狭 山 第  1 6 5  号（ 3 ） 令 和  8  年 （ 2 0 2 6  年 ）9 月 1 日

第 １ 回 理 事 会

令 和

8年

4月

2 1日  （ 火 ）

◎ 議 題
⑴ 正 会 員 の 入 会 の 承 認 に つ い て⑵

令 和

7年 度 収 支 補 正 予 算 に つ い て

⑶ ３ 月 度 行 政 庁 提 出 書 類 の 訂 正
に つ い て

⑷ そ の 他
◎ 報 告

⑴
会 員 の

3月 入 会 承 認 結 果 に つ い て

⑵ ３ 月 度 事 業 実 績 に つ い て⑶ ３ 月 度 月 次 収 支 報 告 に つ い て⑷ 部 会 報 告⑸ 常 勤 理 事 の 職 務 執 行 状 況 の 報
告 に つ い て

⑹ 令 和

8年 度 市 道 ク リ ー ン 作 戦

に つ い て
⑺ そ の 他議 題 に つ い て は す べ て 承 認

第

2回 理 事 会

令 和

8年

5月

1 2日  （ 火 ）

◎ 議 題
⑴ 役 員 候 補 者 の 選 任 に つ い て⑵ 令 和 ７ 年 度 事 業 報 告 に つ い て⑶ 令 和 ７ 年 度 監 査 報 告 に つ い て⑷ 令 和 ７ 年 度 決 算 に つ い て⑸ 特 定 資 産 の 取 り 崩 し に つ い て⑹ 令 和 ８ 年 度 定 時 総 会 に 予 定 さ

れ る 報 告 及 び 議 案 に つ い て
ア 、 監 査 報 告　

１
　
令 和 ７ 年 度 監 査 報 告 に つ い て

イ 、 報 告 事 項　
１

　
令 和 ７ 年 度 収 支 補 正 予 算

　 　

に つ い て

　 　 　 　 　

　
２

　
令 和 ７ 年 度 事 業 報 告 に つ い て

　
３

　
令 和 ８ 年 度 事 業 計 画 に つ い て

　
４

　
令 和 ８ 年 度 予 算 に つ い て

ウ 、 議 案　
第 一 号 議 案

　 　

令 和 ７ 年 度 決 算 に つ い て

　

　
第 二 号 議 案

　 　

役 員 の 選 任 に つ い て

　 　

⑺ 表 彰 者 の 選 定 に つ い て⑻ 令 和 ８ 年 度 定 時 総 会 の 役 割 分
担 に つ い て

⑼ そ の 他
◎ 報 告

⑴ そ の 他議 題 に つ い て は す べ て 承 認
第

3回 理 事 会

令 和

8年

6月

1 7日  （ 水 ）

◎ 議 題
⑴
理 事 長  ・  副 理 事 長  ・  常 務 理 事  ︵ 業務 執 行 理 事 ︶ の 選 任 に つ い て

⑵ そ の 他

　 　

議 題 に つ い て は す べ て 承 認
第 ４ 回 理 事 会

令 和

8年

6月

2 3日 （ 火 ）

◎ 議 題⑴
令 和 ８ 年 度 収 支 補 正 予 算 に つ い て

⑵ ６ 月 支 給 に 係 る 期 末 手 当 の 支
給 率 に つ い て

⑶
理 事 ・ 監 事 の 会 員 就 業 に つ い て

⑷ そ の 他◎ 報 告⑴ 会 員 の ５ 月 及 び

6月 入 会 承 認

結 果 に つ い て
⑵ ５ 月 度 事 業 実 績 に つ い て⑶ ５ 月 度 月 次 収 支 報 告 に つ い て⑷ 部 会 報 告⑸ 廃 棄 文 書 に つ い て⑹ そ の 他議 題 に つ い て は す べ て 承 認

令 和

8年 度 定 時 総 会 が ６ 月

1 7日

︵ 水 ︶  、

1 3時

3 0分 よ り 開 催 さ れ ま し

た 。
梅 雨 の 中 、 天 気 に 恵 ま れ 、 狭 山

元 気 プ ラ ザ Ｂ 棟 ２ 階 大 会 議 室 に て実 施 さ れ ま し た 。
本 多 理 事 の 司 会 の も と 、 大 阿 久

理 事 の 開 会 の 言 葉 で 始 ま り 、 室 井理 事 長 の 挨 拶 の 後 、 シ ル バ ー 事 業に 多 大 な 貢 献 を さ れ ま し た

8名 の

会 員 の 表 彰 が 行 わ れ ま し た 。 長 い間 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 引 き続 き 、 小 沢 理 事 に よ る 議 決 権 数 と定 足 数 充 足 報 告 後 、 報 告 事 項 、 決議 事 項 の 議 案 説 明 に 先 立 ち 三 ツ 木監 事 よ り 令 和

7年 度 の 監 査 報 告 が

あ り ま し た 。
本 総 会 に 提 出 さ れ た 議 事 は1、 報 告 事 項⑴

令 和

7年 度 収 支 補 正 予 算 に  つ  い て

⑵ 令 和

7年 度 事 業 報 告 に つ い て

⑶ 令 和

8年 度 事 業 計 画 に つ い て

⑷ 令 和

8年 度 収 支 予 算 に つ い て

2、 決 議 事 項⑴ 令 和

7年 度 決 算 に つ い て

⑵ 役 員 の 選 任 に つ い て

以 上 に つ い て 、 議 長 室 井 理 事 長 のも と 神 山 常 務 理 事 及 び 西 村 理 事 より 詳 細 な 説 明 が あ り 、 採 決 の 結 果 、原 案 通 り 承 認 さ れ ま し た 。 そ の 後 、臨 時 理 事 会 後 の 新 役 員 が 紹 介 さ れ 、神 岡 理 事 の 閉 会 の 言 葉 で 、 令 和

8

年 度 総 会 は 無 事 終 了 い た し ま し た 。

※ ◎ 部 会 長 　 ◯ 副 部 会 長

部 会 構 成 員

総 務

財 政

◎ 中 谷 勝 己 　 ○ 神 岡 守 忠

室 井 豊 　 大 内 輝 夫 　 奥 冨 悟

広 報
◎ 小 沢 万 司 　 ○ 岩 田 幸 子

大 内 輝 夫 　 奥 冨 悟

就 業
◎ 本 多 哲 　 ○ 宮 澤 弘 子

大 内 輝 夫 　 奥 冨 悟

安 全
◎ 西 村 正 　 ○ 田 口 利 一

大 内 輝 夫 　 奥 冨 悟

令 和 ８ 年 度 部 会 名 簿 一 覧 表

理 事 会

  令 和 ８ 年 度  定 時 総 会
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6月

1 7日 ︵ 水 ︶ に 行 わ れ た 令 和

8年 度 の 定 時 総 会 に お い て 令 和 ８
年 度 の 表 彰 式 が 行 わ れ 、 室 井 理 事長 か ら 表 彰 者 一 人 一 人 に 表 彰 状 が授 与 さ れ ま し た 。

〈 役 員 表 彰 〉
·
表 彰 規 程 第 ２ 条 第 １ 項 第 ３ 号セ ン タ ー 役 員 と し て １ 期 以 上 在任 し 、 退 任 し た 者

◦ 常 務 理 事　 　

神 山

　
孝 之

  ･･･････････････ 理 事

6年

◦ 堀 兼

8班

　 　

小 口

　
辰 夫

  ･･･････････････ 理 事

5年

◦ 入 間 川 西

8班

　 　

三 ツ 木

　
正 幸

  ･･･････････ 監 事

4年

〈 そ の 他 〉
● 表 彰 規 程 第 ２ 条 第 １ 項 第 ４ 号　

そ の 他 セ ン タ ー の 発 展 に 著 し く貢 献 し た と 認 め ら れ た 者
◦ 入 間 川 西

6班

　 　

善 家

　
良 一

  ･･･････ 地 域 班 長

1 0年

◦ 入 間 川 西

9班

　 　

阿 部

　
和 睦

 ･･･････ 地 域 班 長

1 0年

◦ 入 間 川 東

5班

　 　

水 谷

　
守 伸

 ･･･････ 地 域 班 長

1 0年

◦ 入 曽

1 5班

　 　

白 倉

　
国 男

 ･･･････ 地 域 班 長

1 0年

◦ 水 富

7班

　 　

岡 田

　
義 雄

 ･･･････ 地 域 班 長

1 1年

本 年 ４ 月 １ 日 の 事 務 局 長 に 続 き 、
こ の 度 の 総 会 及 び 理 事 会 に お い て常 務 理 事 に 任 命 さ れ ま し た 奥 冨 です 。 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー を 取 り巻 く 環 境 は 目 ま ぐ る し く 変 化 し てお り ま す が 、 会 員 の 皆 様 が 健 康 で充 実 し た 生 活 を 送 る こ と が で き るよ う 努 め て ま い り ま す の で 、 よ ろし く お 願 い い た し ま す 。

こ の 度 、 新 任 理 事 に 就 任 い た し
ま し た 狭 山 市 役 所 福 祉 部 の 髙 野 と申 し ま す 。 会 員 の 皆 様 が 地 域 に 貢献 し て く だ さ っ て い る こ と に 感 謝申 し 上 げ ま す 。 微 力 で は ご ざ い ます が 、 尽 力 し て ま い り ま す の で 、ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ます 。

こ の 度 、 令 和 ８ 年 度 定 時 総 会 で 、
理 事 に 就 任 い た し ま し た 岩 田 で す 。

会 員 の 皆 様 が 、 有 意 義 な 充 実 し
た 日 々 を 送 れ ま す よ う 微 力 な が ら努 め て ま い り ま す 。 会 員 の 皆 様 の ご協 力 を よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

こ の 度 、 大 阿 久 理 事 に 代 わ り ま
し て 新 た に 理 事 に 就 任 い た し ま した 、 田 口 と 申 し ま す 。

各 班 長 さ ん 等 と 連 携 を 図 り な が
ら 、 微 力 で は あ り ま す が 職 務 に 励ん で ま い り た い と 思 い ま す 。 ど うぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

今 年 度 の 総 会 で 新 監 事 と し て 選
任 さ れ ま し た 志 磨 と 申 し ま す 。

狭 山 市 に 転 入 し て 四 十 四 年 目 で
す 。 定 年 退 職 後 は 、 市 内 各 所 を 歩き ま わ っ て 学 ん で い ま す 。

微 力 で す が 、 シ ル バ ー の お 役 に
立 て る よ う 努 め て い き ま す 。

令 和 八 年 度

表 彰 者

新 常 務 理 事

奥 冨

　
悟

常 務 理 事

神 山

孝 之

新 理 事

岩 田

幸 子

新 理 事

田 口

利 一

新 監 事

志 磨

哲 夫

新 理 事

髙 野

里 美

理

　

事

浅 野

　

淳

理

　

事

大 阿 久

芳 胤

理

　

事

小 口

辰 夫

監

　

事

三 ツ 木

正 幸

会 員 募 集 中会 員 募 集 中

お 知 り 合 い を
ご 紹 介 く だ さ い

新 役 員 紹 介

退 任 役 員 紹 介
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除

草

班

除 草 班 に と っ て 試 練 の シ ー ズ ン
に 突 入 し ま し た 。 こ の 数 年

6月 に

入 る と

3 5℃ 以 上 の 酷 暑 で の 仕 事 も

有 り 、 も う 大 変 ！ メ ン バ ー は 熱 心で 優 秀 な 女 性

2名 が 最 近 新 加 入 し

総 勢

1 0名 で ロ ー テ ー シ ョ ン し て い

ま す 。 女 性 メ ン バ ー が 加 わ る と 雰囲 気 も 和 み オ ジ サ ン メ ン バ ー は 感謝 感 謝 で す 。
市 か ら 依 頼 の 物 件 、 集 合 住 宅 、

個 人 住 宅 、 公 園 等 現 場 は い ろ い ろで す 。 除 草 、 植 え 込 み 低 木 剪 定 等単 純 作 業 の 様 で は あ る が 、 刈 払 い 、ト リ マ ー 等 取 り 扱 い に 充 分 注 意 が必 要 な 機 械 を 使 用 す る た め 、 危 険も 一 杯 。 作 業 前 の 現 場 チ ェ ッ ク 、注 意 事 項 の 確 認 を 行 い 本 番 ス タ ー

ト 。 決 め ら れ た 時 間 内 に 依 頼 主 の希 望 通 り 仕 上 げ る に は メ ン バ ー 全員 が 意 識 を 高 め 協 力 し な け れ ば 出来 ま せ ん ！ 無 事 に 終 わ る と 心 地 良い 疲 労 感 と 充 実 感 が 有 り な か な か良 い も ん で す 。 厳 し い 事 も 有 る けれ ど 仕 事 を し な が ら 身 体 全 体 を 動か せ ば 健 康 に 生 活 出 来 る よ う に なれ ま す よ ！ 是 非 我 が 除 草 班 に 参 加し て み ま せ ん か 。 歓 迎 し ま す よ ！
︵ Ｐ Ｓ ︶ 凸 凹 メ ン バ ー を 束 ね る

リ ー ダ ー に 感 謝 感 謝 で す 。

私 は 、 時 間 が あ れ ば 、 民 話 、 伝
承 、 史 跡 、 歴 史 を 求 め 狭 山 市 内 巡り し て い ま す 。

＊ 狭 山 市 の 誕 生 に つ い て明 治

4年 ︵ １ ８ ７ １ 年 ︶ 廃 藩 置

県 に よ り 、 現 在 の 埼 玉 県 域 に 埼 玉県 と 入 間 県 が 誕 生 し 、 明 治

2 2年

︵ １ ８ ８ ９ 年 ︶ 市 制 、 町 制 が 施 行さ れ 狭 山 市 域 に 入 間 川 、 入 間 、 堀兼 、 奥 富 、 柏 原 、 水 富 の

6か 村 が

誕 生 し た 。 そ の

2年 後 ︵ １ ８ ９ １

年 ︶  、 入 間 川 村 が 入 間 川 町 に な りま し た 。
昭 和

2 9年 ７ 月 １ 日 入 間 川 町 と 入

間 、 堀 兼 、 奥 富 、 柏 原 、 水 富 各 村が 合 併 し 埼 玉 県 内

1 5番 目 の 狭 山 市

が 誕 生 し ま し た 。

＊ 沢 の 天 岑 寺 の 惣 門 と
小 笠 原 家 の 墓 所  （ 史 跡 ）  に つ い て両 者 と も 狭 山 市 指 定 文 化 財 で す 。

天 岑 寺 は 徳 川 家 康 が 関 東 に 移 封 され た 折 に 同 道 し た 近 侍 の 小 笠 原 太郎 左 衛 門 安 勝 が 、 入 間 郡 の 沢 、 田中 、 峰 の

3ヶ 村 を 中 心 と し た 約

４ ５ ０ 石 を 知 行 地 と し た こ と に 始ま り ま す 。 小 笠 原 安 勝 は 、 こ の 地に 落 ち 着 く と 、 故 郷 の 三 河 に 残 して き た 父 の 遺 骨 を 移 そ う と 考 え 、沢 村 に 寺 を 建 立 し 、 父 安 元 の 法 名で あ る 天 岑 院 殿 恩 居 士 か ら 天 岑 寺と 命 名 し ま し た 。
小 笠 原 家 は そ の 後 江 戸 に 移 り ま

し た が 、 以 来 ２ ７ ０ 年 間 ︵ 明 治 維新 ま で ︶ 小 笠 原 家 の 墓 石

3 8基 、 石

造 鋳 物 ５ 基 が 残 さ れ て い ま す 。
開 創 は 、 天 海 盛 呑 和 尚 で 天 正

1 8

年 ︵ １ ５ ９ ０ 年 ︶ の こ と 。 現 在 の住 職 丹 下 玉 専 氏 は 第

3 0代 目 と の こ

と 。
位 置 ︵ 国 道

1 6号 上 奥 富 交 差 点 か

ら １ ２ ６ 号 線 所 沢 方 面 、 沢 の ベ ルク 手 前 ︶

入 間 川 東

9 班

稲 塚

光 雄

奥 富

3 班兼 平

春 雄

働 く 仲 間働 く 仲 間

私
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狭 山 市 の 夏 の 風 物 詩 ﹁ 入 間 川 七
夕 ま つ り ﹂ が

8月

1日 ・

2日 、 西

武 新 宿 線 狭 山 市 駅 西 口 か ら 七 夕 通り 商 店 街 に か け て 、

目 抜 き 通 り を

メ イ ン 会 場 に し て 開 か れ ま し た 。
今 年 は 入 曽 地 区 と 堀 兼 地 区 が 担

当 し 、

7月 に 入 り 毎 週 火 曜 日 の

9

時 に 作 業 担 当 が 元 気 プ ラ ザ 活 動 室に 出 席 し て や ら い 飾 り の 修 復 を 行い ま し た 。
そ し て 今 年 の ス ロ ー ガ ン は 「 魅

せ よ う ‼

 我 々 シ ル バ ー の 底 力 」 に

決 定 し 、 事 務 局 で 文 字 を パ ソ コ ンで 作 成 し て 貰 い や ら い に 飾 り 付 けま し た 。

4年 前 は 大 き な 筆 で 書 い

た の を 思 い 出 し ま す 。
今 年 の 七 夕 ま つ り の 日 程 は

8月

1日 ︵ 土 ︶

1 2時 か ら

2 1時 、

8月

2

日 ︵ 日 ︶

1 2時 か ら

2 0時 。 狭 山 市 シ

ル バ ー 人 材 セ ン タ ー は 七 夕 飾 り を作 成 し 出 展 参 加 し ま し た 。

ま つ り 前 日

7月

3 1日 に 事 務 局 の

協 力 を 得 て ト ラ ッ ク で や ら い 飾 りを 狭 山 市 商 工 会 館 へ 運 び 保 管 し まし た 。
ま つ り 当 日 は 朝

1 0時

2 0分 に セ ン

タ ー へ 行 き 担 当 地 区 代 表 で 商 工 会館 へ 行 き 、 七 夕 通 り に 行 き や ら いを 運 び 出 し 飾 り 付 け を し ま し た 。
そ し て

2 0時

5 0分 、 再 び 会 場 へ 行

き や ら い を お ろ し 保 管 場 所 の 商 工会 館 へ 運 び 保 管 し ま し た 。
苦 労 も あ り ま し た が 事 務 局 の 皆

さ ん の ご 指 導 と ご 協 力 に よ り 、 班長 や 会 員 の 尽 力 で 無 事 事 故 も な く役 割 を 果 た す 事 が 出 来 ま し た 。
ま つ り 両 日 は 天 候 に 恵 ま れ 、 来

場 さ れ た 方 々 の 楽 し そ う な 笑 顔 が目 に 浮 か び ま す 。
狭 山 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー の

名 を 市 民 の 多 く の 方 に 宣 伝 に な った の で は な い か と 思 っ て お り ま す 。
来 年 も 出 展 し 盛 り 上 げ る 様 期 待

し ま す 。

堀 兼 地 区 委 員 長

岩 田

幸 子

入 曽 地 区 委 員 長

神 岡

守 忠

狭 山 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー で
は 、 地 域 貢 献 及 び 会 員 の 懇 親 を 目的 と し て 、 毎 年 ６ 月 と ９ 月 に 市 道ク リ ー ン 作 戦 ︵ 市 道 の 歩 道 に あ る雑 草 の 除 去 作 業 ︶ を 実 施 し て い ます 。 こ の 活 動 は 狭 山 市 道 維 持 管 理セ ン タ ー よ り 委 託 さ れ た 活 動 で す 。今 年 の １ 回 目 の ク リ ー ン 作 戦 は 、６ 月 ６ 日 土 曜 日 に 実 施 し ま し た 。当 日 の 天 気 は 、 早 朝 は 曇 り 空 で した が 、 徐 々 に 晴 れ て 、 少 し 蒸 し 暑い が ま ず ま ず の 天 候 で し た 。 参 加者 は 、

2 1名 で 、 女 性 会 員 は ２ 名 で

す 。 狭 山 台 地 区 の 森 田 ク リ ニ ッ クか ら 狭 山 台 ２ 丁 目 の 交 差 点 ま で の歩 道 を 担 当 し ま し た 。 秋 に は 、 銀杏 の 並 木 が 鮮 や か な 市 道 で す 。
参 加 人 員 の 点 呼 後 、 作 業 手 順 の

注 意 、 特 に 車 に 注 意 し て い た だ くこ と を 共 有 し 、 途 中 ２ 回 の 休 憩 を取 り 、 休 憩 時 に は 、 会 員 同 士 世 間

話 な ど し て 、 少 数 精 鋭 約 ４ 時 間 の作 業 で 完 了 し ま し た 。 今 回 は 、 入間 川 東 地 区 の 会 員 ２ 名 が 、  「 幸 運に も 」 狭 山 台 地 区 に 紛 れ て ご 参 加い た だ き 大 変 助 か り ま し た 。
毎 年 、 参 加 人 数 が 減 少 傾 向 に あ

り ま す が こ の 活 動 は 、 シ ル バ ー の年 会 費 が 充 分 補 え る 活 動 で す 。 是非 、 沢 山 の 会 員 の 参 加 を お 待 ち して い ま す 。 高 齢 者 で も 社 会 貢 献 が出 来 る こ と を 生 き 甲 斐 に し て 、 人生 百 年 時 代 を 元 気 に 頑 張 っ て 生 きま し ょ う 。 皆 さ ん の 頑 張 り も あ り無 事 完 了 す る こ と が 出 来 ま し た 。あ り が と う ご ざ い ま す 。

狭 山 台 地 区 委 員 長

本 多

　
哲

令 和 ８ 年 度

　

狭 山 市 入 間 川 七 夕 ま つ り

狭 山 台６ 月 ク リ ー ン 作 戦
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梅 雨 入 り 前 の

5月

3 0日 ︵ 土 ︶  、

２ ０ １ ４ 年 に 世 界 遺 産 に 登 録 さ れ 、国 宝 お よ び 重 要 文 化 財 に 指 定 さ れて い る 「 富 岡 製 糸 場 」 と 、 函 館 五稜 郭 と と も に 日 本 に 二 つ し か な い五 稜 郭 、  「 龍 岡 城 五 稜 郭 」 を 巡 って 来 ま し た 。
最 初 に 訪 れ た の は 、 日 本 近 代 化

の た め に フ ラ ン ス 人 技 師 の 指 導 のも と で 設 立 さ れ た 模 範 器 械 製 糸 場 。
入 り 口 で

2班 に 分 か れ 、 ガ イ ド

さ ん の 説 明 を 聞 き な が ら 建 物 内 を見 学 し ま し た 。
東 置 繭 所 は 木 骨 煉 瓦 造 り の 建 物

で 、 ア ー チ 中 央 の 要 石 に は 創 業 年の 「 明 治 五 年 」 が 刻 ま れ て お り 、繭 か ら 糸 を 取 る 作 業 が 行 わ れ て いた 長 さ １ ４ ０ ｍ の 巨 大 な 繰 糸 場は 、 フ ラ ン ス か ら 導 入 し た 繰 糸 器３ ０ ０ 釜 が 設 置 さ れ 、 当 時 の 製 糸工 場 と し て は 世 界 最 大 規 模 の 器 械製 糸 工 場 と の こ と で し た 。

又 、 売 店 で は 、 大 き な 蚕 の ぬ い
ぐ る み に 驚 き 、 シ ル ク の ネ ク タイ ・ ス ト ー ル の 値 段 に こ れ 又 ビ ック リ ！

世 界 の 絹 産 業 の 発 展 に 貢 献 し た

「 富 岡 製 糸 場 」 を 後 に し て 、 お 楽
し み の 昼 食 で お 腹 を 満 た し 、 次 の目 的 地 「 龍 岡 城 五 稜 郭 」 へ 。

五 稜 郭 と は

5つ の 角 が 有 る 城 郭

の 事 で 、 堡 を 持 つ 星 形 稜 堡 。 稜 堡と は 外 に 向 か っ て 突 き 出 し た 角 の部 分 を 言 い 、 丸 形 の 城 壁 に 比 べ 死角 を な く す 事 が 出 来 、 そ れ を 成 す石 垣 の 石 は 、 周 辺 の 山 で 産 出 す る溶 結 凝 灰 岩 ︵ 佐 久 石 ︶ を 使 用 し てい る と の ガ イ ド さ ん の 説 明 で し た 。
明 治 四 年 ︵ １ ８ ７ １ 年 ︶ の 廃 藩

に よ り 龍 岡 城 は 取 り 壊 し に な り まし た が 、 堀 と 土 塁 、 建 物 の 一 部 お台 所 が 残 さ れ て お り 、 当 時 使 用 され て い た 品 物 も 展 示 さ れ て い ま した 。
翌 五 年 の 学 制 発 布 に よ り 学 校 と

し て の 使 用 申 請 が 認 め ら れ 、 以 後佐 久 市 立 田 口 小 学 校 に 至 る ま で 、城 跡 は 学 校 用 地 と し て 使 用 さ れ て来 ま し た が 、 ２ ０ ２ ２ 年 小 学 校 が閉 校 さ れ 、 現 在 は 竣 工 時 の 龍 岡 城

に で き る 限 り 近 い 状 態 に 整 備 す る計 画 が 進 め ら れ て い る と の こ と でし た 。
歴 史 と 文 化 に 触 れ 、 サ ー ビ ス エ

リ ア で お 土 産 を 買 い 、 恒 例 と な った ビ ン ゴ ゲ ー ム で 盛 り 上 が り 、 楽し い 一 日 を 過 ご し 無 事 狭 山 に 到 着出 来 ま し た 事 、 担 当 一 同 感 謝 で す 。
皆 様 の ご 協 力 、 本 当 に 有 り 難 う

ご ざ い ま し た 。 そ し て お 疲 れ 様 でし た 。

親 睦 会 行 事 担 当

詳 細 に つ い て は 下 記 ま で
お 問 い 合 わ せ く だ さ い

親 睦 会 事 務 局 　 小 島

電 話 ： 0 4- 2 9 3 5- 4 3 1 2
E- m ail ： s a y a m a- 3 @ sj c. n e.j p

親 睦 会 員 募 集 中

親 睦 会 活 動 報 告富 岡 製 糸 場 と
龍 岡 城 五 稜 郭 に行 っ て 来 ま し た

!!
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8年

6月

1日 ︵ 月 ︶ か ら

6

月

2 9日 ︵ 月 ︶ の 毎 週 月 曜 日 午 前

1 0

時 か ら

1 2時 、 全

5回 に わ た り フ レ

イ ル 予 防 教 室 が 、 狭 山 市 シ ル バ ー人 材 セ ン タ ー ︵ 元 気 プ ラ ザ Ａ 棟 ２階 活 動 室

1︶ で 開 催 さ れ ま し た 。

皆 さ ん ご 存 知 の と お り 、 フ レ イ ルと は 「 加 齢 に よ り 心 身 の 活 力 が 衰え る 状 態 」 を 言 い ま す 。 そ の 状 態に な ら な い よ う 、 ど の よ う に し たら よ い か を 学 ぶ 教 室 で す 。
今 回 は 、 男 女

1 5名 の 会 員 が 参 加

し ま し た 。
こ の 教 室 で は 、 ベ テ ラ ン 女 性 会

員 の 新 藤 、 山 崎 、 柴 田 、 各 氏 が 講師 と な り 、 受 講 者 と 講 師 が 一 体 とな り 、 笑 い の 絶 え な い や り 取 り を交 え て プ ロ グ ラ ム が 進 め ら れ ま した 。 教 室 で は 、 フ レ イ ル 予 防 の 三本 柱 、  「 体 力 ︵ 運 動 ︶  、  栄 養 ︵ 食 事 ︶  、社 会 参 加 ︵ 外 へ 出 る ︶  」 に つ い て楽 し く 学 び ま し た 。 こ こ で 学 ん だこ と を 実 践 し 継 続 し て い く こ と が大 切 で あ り 、 皆 さ ん の 健 康 長 寿 を

作 る こ と に な り ま す 。 ま だ 、 参 加さ れ て な い 方 は 、 社 会 参 加 と し て 、次 回 の 教 室 に 是 非 参 加 し て み て くだ さ い 。
ご 自 分 の 体 力 に あ わ せ て 継 続 で

き る 運 動 の 合 い 言 葉

　
「 は つ ら つ

さ い た ま 」 を ご 紹 介 し ま す 。

地 域 新 班 長 紹 介

•

入 間 川 東 地 区

1 3班
　
挾 土

　
邦 男

•

入 曽 地 区

3班
　
柿 木

　
良 三

•

柏 原 地 区

5班
　
伊 藤

　
一 雄

•

水 富 地 区

2班
　
大 阿 久 芳 胤

•

狭 山 台 地 区

7班
　
小 野

　
昌 洋

会 員 一 人 一 声 運 動
新 し い 仲 間 を こ れ か ら も 増 や し

た く 、 皆 様 か ら ご 近 所 の 方 や 知 人な ど に シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー を 紹介 し て 入 会 に 向 け て 声 掛 け の 協 力を お 願 い し ま す 。

9月 以 降 の 直 近 の 入 会 説 明 会 の

日 程 は 次 の と お り で す 。◆

9月

3 0日 （ 水 ）

1 0時

1 5分
　
水 富 公 民 館

1 3時

3 0分
　
柏 原 公 民 館

◆

1 0月

1日 （ 木 ）

1 0時

0 0分
　
狭 山 元 気 プ ラ ザ

1 4時

3 0分
　
産 業 労 働 セ ン タ ー

◆

1 1月

4日 （ 水 ）

1 0時

1 5分
　
水 富 公 民 館

1 3時

3 0分
　
柏 原 公 民 館

◆

1 1月

5日 （ 木 ）

1 0時

0 0分
　
狭 山 元 気 プ ラ ザ

1 4時

3 0分
　
産 業 労 働 セ ン タ ー

入 会 説 明 会 へ の 参 加 を 希 望 さ れ
る 場 合 は 、 事 前 に ０  ４

－

２ ９ ３ ５

－

４ ３ １ ２ ま で お 電 話 く だ さ い ！
※ 新 会 員 紹 介 に つ い て は 、 今 号 よ

り 不 掲 載 と さ せ て い た だ き ま す 。

速 さ は ゆ っ く り

　

使 っ て い る 部 位 を 意 識 し楽 す ぎ ず辛 す ぎ ず最 適 な 強 度 で息 を 止 め ず に楽 し み な が らマ イ ペ ー ス で 運 動 し ま し ょ う

はさ らた つい つま

フ レ イ ル

予 防 教 室 開 催

お 知 ら せ コ ー ナ ーお 知 ら せ コ ー ナ ー

こ の 広 報 は 地 域 班 長 さ ん の 協 力 に よ り 会 員 の み な さ ん に 配 付 さ れ て い ま す 。


